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雜

錄

ク

”
、ソフ

•
V

ス
の
觀

|:
そ
ソ
ョ

>
ス̂チェ

>

1
ト？
少
笫
！

i

m

1

三六

敎
は
、
第
四
世
紀
に
於
てt

r

旣
に
國
家
の
副
壁
ビ
な 

6
其
末
葉
に
於
て
は
國
家
的
敎
#

€
な
つ
れ
。
蕺
し
私 

有
财
產
の
制
度
ミ
政
府
的
政
治
^
を
認
容
し
て
之
に
順 

.應
サ
る
其
代
偾
ビ
ーK

ふ
可
き
^
あ
る
が
、
' 併
し
之
ビ
同 

時
に
共
產
主
義
的
卵
想
は
双
.巾
ょ
り
失
せ
て
修
道
院w

 

| 

異
敎
徒
ど
の
許
に
走
り
、
其
處
に
保
存
せ
ら
れ
て
、
中

j 

;

世
及
び
近
世
に
於
け
る 

一
_

の
背
反
每
に
其
頭
を
擡
げ|

 

h

の
で
あ
つ
て
.、
彼
の
批
浸
禮
論
者
の
述
動
ゃ
英
國
の
_
 

苯
命
の
如
き
は
其
著
例
を
な
す
も
の
な
の
：で
あ
る
。
何

\ 

:れ
：に
せ
ょ
此
時
以
來
®
瞥
敎
は
共
產
主
義
的
P ，
想
.を

追j
 

,ひ
求
：め
す
し
て
、
敎
義
的
：及
び
哲
學
的
信
仰
個
條
の
討 

議
に
沒
頭
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
つ
：て
、
多
數
者
は
沈\

.

默
し
、
刺
學
者
の
み
其
代
辨
考
ビ

ri
:
つ
^
の
で
あ
る
。

■

ク

リ

ッ

フ

*

レ

ス

リ

—

の

觀
 

4-1

る

ジ

ヨ

ン

•
.ス

チ

ユ

ア

，_

I
T 

» 

tv
.

し

複

本

鑛

治

は
し
が
き

T
h
o
m
a
s

 

E
d
w
a
r
d
.

r
i
B
e 

J
^
g
2ie 

は 

Jam
e
s

 

E
d
w
i
n

 

Tnoroid 

Rogers, 

J
oh
n 

Kells 

I
n
g
r
a
m

 

等
^
共 

に
、
英
8|
に
，於
け
る
歷
史
派
：經
濟
學
者
ビ
し
て
著
名
で

あ
る
。
私
が
以
下
解
說
す
る
所
は
、
彼

の「

經
濟
擧
論 

#
i_
w
s
s
a
y
s

 lppolitical

w
o
o
n
o
m
y
v 

2nd edit 

Joo
oo
oo
.

中
^
收
錄
せ
ら
れ
た
一
文
で
あ
る
。
同
書
に
附
さ
れ 

た

I
n
g
r
a
m

の

L
e
s
H
e

略
傳
に
依
れ
ば
、John.Stuart 

giil 

€ 

Clif?b 

L
e
s
l
i
e

^
0
交
祭
は
、g

a
c
m
i
l
H
a
n

w'*

M
a
g
a

 z
i
a
e

.誌

h

k

公
に
さ
れ
た

X
-
e
s
l
f
e

の
處

t

論
文

を

見

て
.M

i
l
l

ょ

り

求

あ

た
^

に

始

ま

る

の

で

あ

る

。

現

存

最

大

の

著

*

家

の

V

人
し
で
あ
る
笑
し
れ
バS

S
S
.

and 

Disc.,IV. 

p. 

8
2

而
し
て

.Mi
H

は
、Leslie :

:

の
：才
能
を
賞
揚
し
、
彼
ど 

の
交
際
を
喜
び
、

.彼
を
^
す
る
に

.
#
敬
と
深
切
ど
を 

以
て
し
た
0

是

れ

は

L
e
s
j
i
e

，の
常
に
感
謝
し
て
居
た 

所
で
あ
る 
€ 
云
ふ 

o (
w
o
g
r
a
p
H
c
a
l

 

Notice 

of 

the 

A
u
t
h
o
r
,

 

in 

the 

E
s
says 

in 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

R

 

X
.
)

併
.し
，Mi

l
l

0
嵙
叙
傅
中
に
は
、

L
e
s
l
i
e

に
關

し
て 

一
言
も
费
さ
れ
て

©
な
い
。
_

だ
吾
々

.は、Mili,

の「

論 

集」

■第
四
卷
：(Dissertations 

a
n
d

 D
i
s
c

d.ssions; 

vol.

IV, 

1
8
7
5
0

所
收
の

及
び
大
降
諸
國
の
土
地
制
度
せ
產
業
經
濟
し(

L
a
n

o. 

s
y
s
t
e
m
s
^
-
n
d

 

I
n

'cu
u
s
t
r
i
a
l
w
c
o
n
o
m
y

 

of 

Ireland, 

England, 

a
n
d

 

Continental 

Countries, 

1
8

7
0
0

に
對 

す
る
批
評
：に
於
て
、
g
日

の

L
e
s
l
i
e

觀
を
規
ふ
乙
€ 

が
出
來
る
丈
け
で
、
兩
若
の
交
際
に
關
す
るM

i
l
l

の
記 

述
は
、
他
に

あ

る

^

い

ビ
思
ふ

。
®
批
評
中
に

於
て 

M
i
l
l

は
、;.L

e
s
l
i
e

を
以
て
、「

應
用
經
濟
學
に
於
け
る

f^
li
x
e
s
H
e
の

M
i
l
l

論
は
、

一
八
七
五
年
六
月
五 

日
のA
c
a
d
e
m
y

紙
上
に
、M

i
n
,

の

「

論
集」
第
四
卷 

に
對
す
る

批
評
^
し
て
現
は
ft
た
も
の
で
あ
る
。
.又
以 

下ニ三の附註は、私

が

の

，論旨を明瞭な

:

ら
し
め
る
た
め
に
加
へ
た
に
過
ぎ
な
い
。

.

.

.

.

\

M
i
l
l

の

「

論
集」

第
四
卷
は
、
.
.
自
叙
傳
中
の
所
言
を 

說
明
し
て
居
る
。M

i
l
l

は
、

自
叙
.傳
中
に
自
己
を
叙 

述

し

て

ぅ

，：

2

他
の
思
想
ょ
6
等
し
く
學
ば
ぅ
^
用
意
し 

て
常
に
前
進
し
つ
、
あ
つ
た
人
間」

で
あ
る
^
し
た
。

(3V
I
F
A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
"

 

3

1

e
d
r
, 

pp. 

i -2)

歷
史
上 

に
^
て
、
J

、
*fWilliam 

T
h
o
m
a
s

 

Thohiton 

の 

著「

勞
働
に
就
て」

(
o
n

 L
abour, 

100
6
9
.

)

の

論

^

に 

於
け

る

i

の
如
く
に
、
南
己
：の
論
旨
を
»
査
し
、
 

若
し
擁
護
し
難
き
も
の
S
す
れ
ば
之
を
拋
棄
し
、
又
_

1

H
七

m
十

七

卷

(

ニ
九
3£〕

雜

錄

ク

V
2
V
7
0
スの觀れるジ

m. V
*

ス

チH

ア
ー
ト
，
ミ

ヤ

郯

ニ

號

、



第十七

fKt 
(

二
.
£
?
“
c

^
錄

ク

3
少
.フ
.
®

〉

ス

の

.觀
T:
る
^
ヨ
ゾ
，K ..

チ
ュ
r
.
'ト
•.ミ
^

.笫
ニ
雛

1

H
八

*

•己
の
門
ド
ょ
り
鏺
々
の
.敎
を
受
け
る
た
め
に
用
意
し
て 

.居
る
哲
學
者
の
他
例
を
、
：殆
ん
^

_
た
こ
ご
が
^

い
0
:: 

-

他

而

に

於

てM
i
l
l

の「
論
集」

馆
因
卷
は
、M

i
U

の 

生
#
の

カ

9

&

£
 po

w
e
r
s
)

が
平
愤
以
上
で
は
な 

く
、

寧
ろ
夫
れ
以
下
で
あ
り
、
而
し
て
彼
の
卓
越
せ
る 

こ

「

他
の
仕
合
せ
な
祺
愦
中
に
於
て
g
口
の
早 

期

^
於
け
ろ
訓
練(

s
r
l
y

 

t alnlng) 」

に
某
；づ
く
も
の
. 

.で
办
！る
.塞
ふ
自
叙
傅
中
の
言
說
に
於
て
、
.彼

患

の
 

初

*
に
就
•て

M
i
U

の
言
明
し
れ
所
の
他
の
批
调
に
對 

す
る
©
據
の
連
鎖
に
、
»
«
か
の
鏈
環
を
加
へ

る
の
で 

あ
る
。
：

(Mill, 

Autobiogr-aphy, 

P
'

3
0

) M
i

ロ 

の
n十
期 

に
於
け
，る
訓
練
は
、
疑
も
な
く
彼
の
智
的
閱
歷
の
上
に 

福
著
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
"
併
し
菩
々
0

9

I

W
 

W 

批
判
を
以
て
す
れ
ば
ヽ
S

B
_

»

が
彼
'0
' 
n十
M
に
於 

け
る
訓
練」

に
歸
す
る
所
ミ
大
い
R
興
な
る
も
の
が
あ 

U
る
。
ぃ
而
も
確
,
に
之
匕
關
說
ね
な
け
れ
ば
、
.

1
.
の
哲 

學
體
系
も
、
彼
の
心
意
的
才
幹
も
適
當
に
評
價
せ
ら
れ

得
る
も
の
で
は
な
い
。
夫
れ
は
、「

論
集」

第
四
卷
中
に 

開
陳
せ
ら
れ
れ
彼
の
經
濟
學
の
或
狀
態
ビ
關
聯
し
て
特 

に
考
察
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
。
併
しS

影
響
に
關 

す
る
問
題
は
、
頗
る
廣
汎
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
.
 

あ
る
。
夫
れ
は
、
m
に
偉
人
£
彼
等
の
精
力
ビ
を
生
す 

る
幾
多
の
原
因
の
み
な
ら
ず
、
又
哲
學
ぞ
俎
想
迻
の
一

 

般
進
路
を
支
配
す
る
规
多
の
原
因
に
關
す
る
大
な
る
一 

般
問
題
の

特
殊
的
實
例
で
あ
るv

何
故
ど
言
ふ
に
g

日 

の
著
書
は
、
何
れ
も
彼
0
生
時
に
於
て
、
文
明
諸M

の 

大
部
分
に
依
てM

i
l

的
思
3#
#
に
實
際
的
意
見
ハtheor

丨
 

etical 
speculation 

and 

p
r
a

-acal 

o
p
i
n
i
o
n
)

の
.王
要

な
る
主
題
に
，就
て
主
張
さ
れ
た
所
の
各
霞
觀
念
を
決
定 

す
る
の
に
、多
大
の
關
係
を
有
し
T-
JS
た
か
ら
で
わ
る
。
 

;1
:即
ちM

m
_
.
:

が
、
論
理
，學
ノ
經
濟
學
、
及
び
政
治
學
に 

就
て
は
權
威
あ
る
著
述
家
じ
し
て
、
，且
心
理
學
、
及
び 

偷
理
學
に
就
て
は
.第

1
流
の
著
述
家
ど
し
.て
、
各
闕
に 

於
て
尊
敬
せ
ら
れ
て
居
た
i
云
ふ
こ
ぞ
は
、：

爭
は
れ
ぬ

.所

で

あ

■ら

ぅ

。
.
：

.
_ 

.

.

.

併
し
最
近
に
^
-て
はI

M
i

 
ロ
の
«

M
に
及
ぼ
し
れ

政
治
的
反
動
の
非
常
な
i
影

響

を

公

ふ

の
:'
'
で

は

な

い
 

|

1>
意
哲
學
並
に

11
:
會

哲

學

0

洚̂
3
1良

>
:'
§.
3
1

 

philosophy)

に
於
け
る
.

M
i
l
l

の
硏
究
方
法
が
不
適
當 

で
あ
つ
れ
こ
ビ
は
、
普
ぬ
く
是
認
さ
れ
て
居
る
。：
而
し 

て
腺
の
：經
濟
學
は
、
今

n
殊
に
獨
乙
じ
於
て
槪
念
の
矛 

:
;0
掼
著
ど
> 
不
適
當
な
る
範
圍
A
の
た
め
に

非
麵
さ
れ 

る
の
'で
あ
る

o^
o
s
c
h
e
r

博
士
は
、
興

著

：

「

»
乙
經
濟 

學
匕 
ー(Q^ohichte 

der 

National6konomIk 

in 

Deutschland' 1874.
)

に
於
て
日
く
、「

Ivnll

0:
槪
案 

は
、
，堪
に
自
若

ft
る
個
火
的
利
益
の
傾
问
の
理
論
に
過 

:

ぎ
..ぬ
け
れ
ど
、
彼
は
®
々
：斯

ぐ

.到

達

せ

ら

れ

た

理

論

的
 

準
則
に
對
す
る
實
際
的

■
外
：の
存
在
^
,
他
の
力
及
び 

動
機
の
出
現
^
を
是
認
し
て
居
るJ

ビ
。
英
、
米
、
獨 

.に
於
け
：る
其
他
の
著
述
家
は
、

S

が
勞
銀

$
金
.說 

s
o
c
t
l
i
n
e

 

of the 

w
a
g
e
s
f
u
n
d
)

を
臀
て
採
用
し
得
た
こ

第
十
七
卷(

ニ
丸
七)

雜

錄

ク

1
夕
フ
。々
ス

S
を
®
い
て
居
る
0
其
硏
究
の
.結
果
は
、「M

日
の
制
度 

の
缺
陥
は
彼
0
#
の
心
情
か
或
は
彼
の
敎
育
か
に
興
證 

跡
を
求
む
可
き
で
あ
る
炉」

ビ
云
ふ
の
で
あ
る
。

1

は
、
其
事
柄
に
於
て
明
か
で
あ
る
。
敎
育
は
、
大 

な
る
1>
意

カ(mental 

p
o
w
e
r
s
)

の
應
用
を
育
成
し
、
 

.發
達
さ
せ
、
又
指
導
す
る
こW

が
出
來
る
。
之
€
厉
的 

.に
敎
育
は
、
心
意
力
を
誤
導
す
る
こ
ど
も
出
來
れ
ば
、
'
 

.又
拘
束
歪
曲
す
る
T

S
さ
へ
も
出
來
る
。
併
し
敎
育
で 

は
、
到
底
心
意
力
を
創
造
す
る
こ
ど
が
出
爽
な
い
。
而 

し
て
何
人
S
雖
も
、大
な
る
各
a
の
力
を
有
せ
す
し
て
、

.MI
U

の
如
く
或
は「

論
理
學
體
系J 

(

>S
y
s
t
e
m

 

o
f
 

Logic, 

IS43.)、

或
は「

經
濟
學
原
理」

(principles 

of 

political E
c
o
n
o
m
y
,

 

1
8
400
0
、
或
：は

「

ハ
三
ル
ト
ン
の 

哲
學
批
判
一
へ A

n

 

Examination 

of 

Sir 

William 

Hamilton^Philosophy, 

18650
、

或
は「

論
集」

四
 ̂

:レ
云
ふ
が
如
く
各
種
の
著
書
を
公
列
す
.る> 
•一
 
ビ
：が
出
來

3

1の
觀
た
る
ジ
日
ン
'®
ス
チ
H
T
1
.

一
三
九



第
十
七
卷
ハ
ニ
九
八

〕

雜

錄

ク

；

T
、y
l
s
•
レス
H

る
6
0
で
は
な
い
。勿
論「

功
利
主
義Jcsutar.ian 

一

 
I 

100
5
3

)

や「

自
*
論」(

o
n

 
Liberty, 

100
5
9

)

等
の
小
著 

に
就
て
は
.云
は
ぬ
。

:「「

論
集」

第
一
卷
は
、，
.一

何
人
も
論
ff
i
學
渚
や
經
濟

學
者
に
於
て
殆
ん
ど
見
出
さ
な
か
つ
れ——

詩
的
繊
維

(poetic 

fibre)

さ

へM
i
l
l

の
心
意
組
織
中
に
存
在
し

て
1;
-
る
こ

^
を
說
明
す
る
の
で

)̂
:
る
。

C

課
註> 

Meilie

の
指
す「

g
m」

m

,卷
l:
lt
、
三
種
の
詩
的
論
文 

が
収
め
ら
れ
て
あ
る
。
即
ち
.** Thoughts: on ...poetry-and its 

varieties、、
(Diss/and Disc.;pp. 6:5.94.)」

ニ
.

vntings.. of. Alfrrd 

D
C

.

 Vigny,、

ヽ(op. 

.
c
r

pp.

''200
7 ム 29.y*nokr‘dge‘、

(op . 
c
i
r

(pp. 393-466.)

の
三
次
、

^
れ
で
ゎ
石

。

'

ふ
而
し
.て
.其
他
各
種
の
論
文
ゆ
、
若

しM
m

'

が
歴
史
.

的
硏
究
：(historical inquiry)

に
對
す
る
脊
®
を
缺
：い

て
，
®

る

:€
云
ふ
意
味
に
て
、

R
o
s
c
h
e
r

傅
士
が
：「

彼
の

心
惝
は
*
的
に
非
.す」

ビ
批
評
し
れ
ビ
す
れ
ば
、
之
を

論
駁
す
る
所
が
ぁ
る
。
併
し
歷
史
的
硏
究
方
法
?

&

丨
 

ricaV

日et
h
o
d
)

が

M
i
l
l

の
哲
學
に
應
用
さ
れ
て
居
る

の
棘
^:
^

^

® 

x

 

•
.
ス
チ
ユ
r

l
ト
•
、>、
/l
/

f

lー號一四

 O

こ
ミ
の
稀
有
な
の
は
、
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
" 

之
に
加
ふ
る
に
"
M

gの
生
涯
に
於
け
る
盛
時
三
十 

,六
年
間
は
、
公
務U

服
し
て
、
第
ー
流
の
行
政
的
手
猶 

|

を
發
揮
し
、
而
も
有
效
に
、
且
又
智
的
思
辯
の
各
種
部 

門
に
於
け
る
第
一
流
の
著
述
家
に
伍
し
て
彼
等
に
.優
越 

;1
'
:
':>
r

る
：時
間
を
見
出
す
程
容
易
迅
速
公
務
を
處
理
し 

I

の
で
あ

る

。

(

譯

註)

窆

白

は

、

一
八
二
三
年
五
月
廿
一
日
父

J
a
m
e
s

 

M
i
l
l

の 

盡
力
！1
て
來
印
^
會
^(tLe.East India company,.;, or i-Iouse)

|

.

.へ
文
^

^
度
局
密
記
補
§
2 .
。
”

a
g
M
k

B*the E
x
a
m
i
n
e
r
s

 ofHce)
一
と
し
て
入
社
し
た
。
其
後
漸
次
聚
進
し
て
、

一

八
二
八
牟
|:
は
主
席 

齊
記
ミ
な
つ
た
が
、

1

八
五
六
年
H
月

廿

八

日P
e
a
c
o
c
k

及
び 

.

.Da
v
i
d

 
E
U
I
M

氏
の
退
社
す
る
ミ
共
！1文
幾
密
赍
局
長
9
€
3
1§)

一

：
と

な

つ

?:
。

然
る
U

幾
何
も
^

く
一
八
丑
八
^
-十
二
月
廿
3£
日
41
印 

.
度
會
社
は
政
府
|:
別
繼
が
れ
る
こ
4
、
な

つ

れ
> め

！！

彼
it
辭
職
し 

r:
。'

A
l
s
a
n
d
e
r

 Bain, 

J.. s. 

M

i

«

a 

CHiticis 
日

,

I00
S
2
,

 .p. 

3
1
;

 

•T. 

s. 

M
i
l

 
一,Au

o
b
i
o
g
r
a
p
h
v
,

 

3r
d

 edition, 

pp. 

81-82' 

&

 p. 

M
4 

q
:

 

W
;
:

 L.:Courtney, 

ILife 
a
p
d

 

Writings 

of J
o
h
n

 

Stuart M
i
l
】,

l
oo
s
s
, 

p
p
.

 46
.47

)

偫

ほ

M
i
l
l

が
、
m

叩
度
會
社
の
政
府
直
轄w

 

な
ろ
じ
反
對
I

て
議
會
.し
誚
頭
窖
も
提
出
I

れ
とw

は
、
人
©
如
る

所

で

も

る

o L
e
s
l
i
e

の

所

謂

公

務

と

は

、

M

s

0
萊

印

度

會

社

.
U關 

係

せ

る

こ

と

4 *
指

マ

の

で

あ

る

0

而

し

て

M
i
l
l

は

束

印

度

#

社
の 

劇

极

に

服

し

つ

、
、「

論

理

^

^
系

」

>wyste

日of 

L
o
go'
> 

100
4
3

〕

、

.「

經
濟
學
上
の
不
定
問
題
論
集j 

o
p
.

<oaesticns of Political Ecoaomy, 

.
100
4
4

) 

■及
.び
....

f 
經
濟
學
原
理」 

r Pri 
ロ ciples of Political .ECOnoBV.. witll::some 

of .'ule.lr. ap- 

plica.tions to social philosophy,1S4S.)

..の.三
恶
4>
公
I：
し
た
の
一
.
 

.

み
な
ら
す
、
雜
認
11谛
稿
し
れ
論
文
1
少
な
く
尨
い
。
以
て
如
何
|'
:

( 

§
0

が
非
凡
草
越
せ
，る
か
¥
推
测
す
る
こ
と
が
，出
來
や
ぅ
。
 

\

兆

後M
i
l
l

は
、
議
會
に
列
席
し
て
主
要
な
る
討
論\

家
た
る
地
位
を
占
め
れ
。

一

(

譯
註
/ 

g
wは
、
：
3|
1
-叩
度
會
社
在
職
中
彼
の
：愛
蘭
土
問
驵
{-
對
::
|
 

す
る
澈
見
|:
共
嗚
し
|:Lucas

及
びoJffey

兩
氏
の
首
喝
の
下 

11、
：1

度
.ト
院
錙
提
の
候
'補
凇
じ
擬
せ
ら
れ
れ
が
、:'
'
;彼
(1
阁
辭
し
て| 

之
な
受
^:
な
か
つ
|:
0':
然
る
に
其
後
，1
八
六
五
华
の
吹
遝
11際
し
て| 

彼
は
、
 West 
日 inster:

趣
^

に̂
於
:̂
る
自
由
激
負 

J
a
B
S 

B
C
E

0
.
.一
 

,
.
.
勸
誘
の
下
|:
立
候
補
す
る
1
1

.至
つ
れ
？
由
來
ー
：
名
备
日

5-
奈

フ

選

錤一
 

區
は
、
常
11有
名
な
人
物
如
遝
出
す
る
所
で
あ
つ
て
、
而
も
之
な一

.

-

種
の
謗
り
ミ
し
て
居
れ
。
從
て
此
地
又
り
選
识
さ
れ
わ
人
物
1
.
1
は
、
 

政
沾
家
..の

&
〃
. p
r
a
p
o
K-
:

!̂
:̂-
?
t
M
る
し
、
海
將
0:
-

Thomas 

coachrape Dapdonald..:,

卿
..も放
芯
し
、
.
；

Byroa 

の
親
友 

John 

c
a
m

一.
.

Hobhoiise 

|む^

し̂
、
雄
|̂sroeorge de 

L
,
h
y 

Evans

雜
T
セ
，

2
汍
九)

.

濉

錄

罟 VQO 

.

玆
じ
於
て
常
時
經
濟
舉
潘
*政
治
學
潘
、哲
學
潘
ミ
し
ズ
笫
一
流
の
人 

物
；：

る

M
i
l
l

it
.白
羽
の
穴
が
立
<
ら
れ
れ
歸
で
わ
る
。
而
し
て 

M
i
l
l

は
、
右
の
推
擧
4»
受
け
る
や
、
直
ち
！

JL

極
め
て
率
直
な
文
#
を 

公
表
し
?:
。
其
大
要
を
示
せ
ば
、
2

>彼

は

個

人

的
|:
代

議

士

れ

る
 

こ
と
か
辂
望
マ
る
も
の
に
非
す
、
0
1

)

彼
11
彼
の
所
信
1:
依
り
遝
舉 

述
泐
も
ぜ
ざ
れ
ば
、
又
遝
擧
毁
州
も
支
出
乜
す
"

Q
1

)

萬1
常
選
す 

ゐ
も
、決
し
て
地
方
的
利
益
の
;:
め
ド
奔
走
す
る
、> 
€

能
は
す
、(
四〕 

宗
教
上
の
問
妞
じ
就
て
は
ー
官
も
答
へ
ざ
る
可
し
、
及
•ひ(

玉)

婦
人 

I:
參
政
權
を
賦
與
す
可
し
ミ
は
彼
の
强
固
t:
る
信
條
な
り
す
沄
ふ
0 

で
わ
る
。
而
し
て
彼
は
議
會
1:
於
ズ
槪
し
て
、
最
も
人
氣
の
な
い
問 

瓶
を
論
じu

が
、
彼
.の
頭
腦
<
時
事
|-
關

す

る

知

鼸

〜

の

れ

め|-
:

、 

常
1
!高
評
か
得
れ
。
併
しI

八
六
八
年
の
總
選
擧
か
迎
へ
る
と
典
じ 

I

は
、w

e
s
t
l

民e
r

|-
於
て
#
ぴ
立
候
補
を
宣
茛
し
れ
が
、
不 

♦
に
も
保
守
黨
の
領
細
\
¥
. H.

 

s
l

h

に
敗
北
し
た
。w

.

 

L. 

c
s
r
t
a
e
y

の
沄
ふ
所
に
侬
れ
.ば
，
§
1
1の
落
揮
し
た
理
由
は
、多
分 

選
擧
匾
民
が
哲
學
考
の
^

_
士
か
好
ま
ガ

く

ガ

つ
?:
、

め

.
で

め

ら
 

ぅ
0
彼
11
同
¥
直
ち
1
1

A
v
i
g
p
o
a

I:
隱
退
し
て
、
謀
ら
著
•述
U
耽 

つ
れ
。
因
にGladstone 

u
v .Mill

.の
落
_
し
|;
こ
^
4>
聞
.い
て 

大
い
|-
之
か
遺
憾
ミ
し
れ
ミ
云
11
れ
る
0
其
他M

i
l
l

の
政
治
的
活 

動
の
詳
細
It
* w

.

 

L, Courtney, J
o
h
n

 

Stoart 

M
s
, pp. 

I43.I 

5

ぬ
；J. 

S.^iil, 

A
u
o
b
o
^
l
p
h
y
,

で「

.W7
9
.3
I2

.; 
>r. 

W
P
J
D
W 

J, 

S. 

M
i
l
v
p
p
.

 

124—1
2
5
'
&

 

p. 

129 

等
^
參
_
せ
ら
n
f:
い
。

5

1



笟
十
七
#

へ
三
.〇
〇)

；
離

0

グ
V
火
フ
*
vス
す
ー

.尙
ほ
最
近M

i
l
l

の
岛
叙
傳
の
邦
課
が
"
石
田
遛
次
、
今
級
汕
饴
郎 

.

兩
文
學
士
の
锥
K
成
つ
わ
も
の
が
公
刊
乜
ら
れ
れ
け
れ
ど
、
私
it
生 

£

讀
す
ら
L
な
い
の
か
邋
敝
と
ヤ
る
'°
:
;
:

.r::':”
..

三
'

.

總
て
是
等
の
事
を
果
し
れ
人(

M
i
n
)
，

が
、
私
的
交
際

に
於
て
示
し
た
の
は
、
際
立
つ
て
居
る
會
話
力
で
*
り
、\

.
‘.
. 

'
一
.

會
得
ビ
答
辯
^
の
迅
速
な
る
こ
；

V 」

で
あ 
>

、
；雅
致
あ
る

■
£

の
調
子
を
含
ん
£

言
珍
談
の
巧
妙
さ
で
ぁ
り
、

.
'
:
|
:

 

:

而
(>
て
彼
の
會
話
が
眞
面
目
の
時
で
す
ら
現
在
の
箸
者
：
 

(Qif

^:L
e
s
H
e
)

は
、
屢

々「

彼
の
朋
哳
な
る
談
話
は
頓： 

昝
:̂
同
織
の
愉
快
さ
.を
他
人
に
與
ベ
た」

^
の

CO
H- 

A
n
d
r
e
w

 Freetport.

に
關
す
るS

t
e
e
l

の
記
述
を
思 

.起
さ
せ
ら
れ
た
程
に
巧
妙
强
，調
な
る
會
話
で
あ
る
。
：

j 

.併
し
劳
しM

i
l
l

のr.

早
期
に
於
け
る
訓
練」

が
、
彼

i 

の
智
的
優
越
さ
を
少
し
も
說
1]
)
]し
な
い
€
す
れ
ば
/
夫 

れ
は
IE
し
く
彼
の
哲
學
を
構
成
す
る
の
.に
大
な
る
效
果 

が
あ
づ
た
。
然
る
に
波
の
夂
J
PBI
g M

i
l
l

が
彼
に
服 

從
さ
せ
扣
特
異
の
心
意
的
訓
練
よ
.
6
以
上
に
多
く
の
事

0-
腿
れ
る
ジ
3.
ン
'
ス
チ
土
ア
ー
ト
&.
ミ

ル

第

二

號

r

四
ニ

が
、
其「

早
期
に
於
け
る
訓
練」

中
に
包
含
せ
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
吾
々
は
、Mil〗

が
彼
の
敎
育
を 

受
け
た
時
代
に
於
け
る
主
恶
の
智
者
の
根
本
槪
念
、
及 

び
硏
究
方
法
を
其

中
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

.い
。 

M
i
l
l

修
學
の
時
代
は
、j

e
r
e
m
y

 B
e
R
h
a
m

が
疋
に
第 

一
流
の
社
會
哲
學
者
^
看
做
さ
れ
れ
0
で
ぁ
る
。
«货
0: 

R
i
c
a
r
d
o

は
、
彼
の
柚
象
的
な
る
こ
^
、
及
び
^
急
的 

概
括
に
對
す
るT

h
o
m
a
s

 

R
o
b
e
r
t

 M
a
l
t
h
u
s

の
反
對 

が
あ
つ
た
に
も
拘
は
ら
ず
，
正
し
く
ビ
ま
で
は
行
か
ぬ 

が
兎
に
角
經
濟
學
に
於
け
る
最
高
の
權
威
S
看
做
さ
れ 

S

の
父J

a
m
e
s 

M
i
l
l

は
，
政
治
思
想
家
兼
著
述
家 

ヒ

し

て

は

最

も

優

秀

な

る

人

物

、

又

心

理

學

者

)！
:

し

て 

は
主
要
人
物
の1

人
^
認
め
ら
れ
、John 

A
u
s
t
i
n

は
、 

法
律
學
に
於
け
る
衆
知
の
人
物
^
看
做
さ
れ
て
居
れ
の 

で
あ
る
。

(

譯
訪)

有
記
の
人
々
、
及
び J

o
h
n

 

Stuart M
i
«
G
e
o
r
g
e

 

Grote,

Alexander waia

等
は
、
政
治
思
想
家w

し
て
は
、
袷
ん
ど
總
t
哲

，
 

學

的

基

礎

の

上

K
立

つ

て

、
自

主

義

的

手

段

方

法

を

辂

.心

.に
主

張

..

し
れ
办
で
あ
る
か
是
等
办
人
々
は
、
通
常「

哲
^
的
氚
進
主
義
者
1-
-

r
t
h
e2
p
h
i
o
S
O
P
M
C
a
l

 

R
a
d
i
c
a
l
s
)

と
坪
•は
.

d

る
隞
體
に
願
し
て
焐
れ
。

■

;.

:
 

-

:

:

,如
何
な
る
思
想
の
：棍
讓
者
’
雖
％
、
未
だ
嘗
て
此
著
： 

各
な
る
|士
：湖
犸
に
彼
'等
尙
身
の
體
系
に
無
限
の
信
賴
を 

措
い
た
乙
ビ
は
な

い
。
而
_も
是
等
の
ー
圈
に
は
、
人
間 

の
科
學
に
.於
け
る
總
V

0
間
題
の
鍵
：關
を
振
つ
て
居
る 

ど
思
へM

の
で
*
る
。
即
ち
：心
理
學
に
於
け
る
自
在
合 

鍵
は
、
：所
謂
觀
念
の
聯
合
、
.或

は

咖

想(association 

of i
d
e
a
s
)

で
あ
り
、
偷
理
學
.に
於
け
る
自
在
合
®
は
、 

決
樂
ど
苦
痛
S
の
平
衡(balance 

of pleasures 

and

pains)

に
依
て
確
定
3
れ

る

效

用(utility)

で
あ
り
、 

政
治
哲
學
に
於
け
る
：自
在
合
：踺
は
丨
代
議
政
治
^
結
合 

■さ
れ
た
效
用
で
あ
り
、
經
濟
學
R
於
け
る
自
在
合
®
は

、
 

金 S

的

利

己

心(pecuniary 

self-i

ロterest) 

€ 
人 
ロ 
の 

原

理

(principle 

of population )

ど
で
あ
，

-CN 、

法
雜
學 

:̂

於
け
ろ
自
在

合
®
は
’
，法

#
の
#
殊
的

^
義

£
權
利 

の
分
類
ど
で
あ

0
た
。，
總

て

是

等

の

方

法

を

J
&ロ

.第
十
七
潘
C
H
0
1

)

雜
.
錄ク
フ。

レ

ス

、

Stuart M
i
l
l

は
、
毫
も
他
1:
凌
1
さ
れ
ざ
る
力
を
B
て 

應
用
し
扛
の
で
あ
る
。

I
之
に
加
ふ
る
.に
彼
は
、
快
く
論
理
學
體
系
を
打
建
て 

た
、
.勿

論M
i
l
l

;
の
論
理
學
體
系
は
、
將
來
に
於
て
足 

正
改
ja
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
彼
の
著
# 

(
A

 

S
y
s
t
e
m

 

of L
o
g
i
c
)

は
、
常
に
人
心
の
注
要
な
る 

，
著
書
'の
中
：に
it
か
れ
.る
で
'あ
ら
ぅ
。

::
:
;若
し
進
化
の
學
說
が
、.Mi

l
l

の
心
理
學
及
び
f
t會
.科 

學
に
於
て
如
何
な
る
地
位
を
も
見
出
せ
な
いV

す
れ
.
 

ば
、
夫
れ
は
彼
の
時
代
皮
彼
0
敎
有
尤
.の
缺
點
で
あ 

i

若
し
歴
史
的
硏
究
方
法
が
.經
濟
學
原
理
の
序
論 

(preliminary 

R
e
m
a
r
k
s
)

に
於
け
る
が
如
く
、彼
の「

經 

-
濟
學」

に
採
用
さ
れ
た
^
し
て
も
、
夫
れ
は
11
だ
除
外 

せ
ら
る
可
&
で
あ
り
、
而
し
て
若
し
觀
察
に
$
い
て
訂 

:
E£
す
可
き
こ
ビ
、
及
び
演
繹
的
推
理
ょ
り
の
推
論
0
.
^

,實
が
、
經
濟
學
原
理
及
び「

論
集」

第
四
卷
に
於
て
油
象

. 

.

.的
理
論
に
對
す
る
實
際
的
除
外
例
、
即
ち「

經
濟
科
學J

1

0|1
/:
る
ジ
ョ
ン
©
ス
チ
文
ア
|
ト
，
ミ
^

第

ニ

號

1
四
三



の「

應
用」
て
ぅ
形
式
.を
以
て
の
み
現
は
れ
る
な
ら
ば
、. 

眞
に
其
缺
澌
は
、「

經
濟
科
學J

其
物
の
本
原
的
槪
念 

(orig

3*al 

c
o
n
c
e
p
t
i
o
n
)

に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

.R
i
c
a
r
d
o

の
抽
象
說
ビ
經
濟
現
象
を
文
•配
す
る
現
實 

の
力V

を
繁
固
な
る
斜
學
的
體
系
に
紐
立
て
る
乙
ぐ
し 

は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
苦
く
は
人
類
社
會
の
全
史
を
研 

究
せ
t'
-
し
て
、：
人
類
の
諸
«
念
の
起
源
^
發
達
ビ
に
關
： 

す
る
適
切
な
理
論
を
與
へ
る
こ
^
は
、
不
可
能
で
あ
つ 

た
。
併
し
若
し
何
人
か
が
、
特

にStuart 

M

s
の
體 

系
の
失
敗
に
對
し
て
非
難
^
る
可
&
も
の
で
あ
る
ど
す 

れ
ば
、
夫
れ
はJ。

ぎ

cntuart 

M
i
l
l

其
人
に
は
非
す
し 

て
、
彼
の
父Jam

e
s

 

M

日
.で
あ
る
。抑
も
總
て
の
獨
創 

を
紛
碎
す
る
々」

同
時
に
、
，跺
用
さ
れ
た
幾
多
の
方
法
に 

過
與
の
僱
賴
を
威
得
せ
し
め
る
や
ぅ
に
、、
愼
®
に
適
應 

さ
れ
れ
訓
練
が
今
迄
に
あ
つ
た
£
す
れ
ば
、
夫
れ
は
疋 

し
く
,.
,

Stuait 

M
i
l
l

が
彼
の
父
ょ
り
受
け
た
訓
練
を
指 

す
の
で
あ
る
。

四

M

に

J
o
h
n

 

Stuart 

M
i
l
l

が
、演

！
：

的
經
濟
學
に
順 

る
感
服
し
た
の
：は
、
ょ
b
偏
狹
な
る
、
又
ょ
り
淺
雜
な 

る
人
々
に
演
繹
的
經
濟
學
を
推
擧
し
た
所
の
"
簡
軍
さ 

W

均
齊
さ
ミ
の
た
め
で
は
な
く
し
て
、
夫

れ
.が
推
定
す 

る
所
の
完
全
な
る

個
人
的
自
由
の
代
め
で
あ
るV

J

云
ふ 

Z.
ビ
も
、
記
憶
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば 

.
M
i
l
l

は
、
總
て
の
場
合
に
最
上
の
經
濟
を
確
保
す
る
穴 

め
に
如
何
な
る
程
度
に
迄
個
人
的
利
己
心
に
信
賴
し
な 

か
つ
た
か
ビ
云
ふ
こ
ビ
を
知
る
に
は
> 1

般
的
に
は
自 

由
貿
易
論
を
"
又
特
殊
的
に
は「

敎
育
は
»
要
€
供
給 

^
に
委
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

て
ぅ
學
說
に
關
す 

る「
論
集」

第
四
卷
所
收
の「

各
種
の
補
肋
僉
に
就
て」 

(
o
n

 

E
n
d
o
w
m
e
n
t
s
)
®

叙
述
を
®
め
ば
充
分
で
あ
る
。

他
の
經
濟
學
的
力
面
、
即
ち
價
値
に
對
す
る
需
要
ビ 

供
^

さ
の
作
用
は
、W

i
l
l
i
a
m

 

T
h
o
m
a
s

 '
T
h
o
r
n
t
o
n

 

の 

o
n 

L
a
b
o
u
r
,

 

its 

二
y
r
o
n
w
h
c
l
.

 
'
c
l
a
i
m
s
、

.
a
n
d

 

n
g
-
h
tf
Gl

Dues, 

100
5
9
.に
關
す
，る
論
文
中
に
極
め
て
巧
妙
に
論 

述
さ
れ
て
居
る
。

ー
國
の
勞
働
者
の
數
に
對
す
る
勢
龈 

S
金
の
比
例
が
勞
働
の
«
格(

勞
飯)

を
決
定
す
^
,
:

K

ふ
..

.
 

所
謂
勞
龈
基
金
說
は
、
如
上
の
論
S

於
て
拋
棄
さ
れ 

た
y
而
も
此
勞
銀
媒
金
說
が「M

U
1
0

獨
創
に
成
つ
れ( 

も
の
で
は
な
く
し
て
、
彼
の
先
人
、
即
ちJ

o
h
n
R
a
B
s
a
y

 

| 

Moul.loch 

及
び 

Nassau 

William 

Senior 

の
著
書 j  

6
-
^
、

最
も
_
步
せ
ざ>

o

、
x
不
條
理
な
る
形
式
に
於

.1 

て
現
は
れ
て
居
た
こ
ビ
は
、
注
目
す
可
き
で
あ
る
。

yf
o

一
 

に
勞
銀
華
金
說
は
、
利
潤
の
平
均
率
及
び
勞
銀
0
平
均.I 

:'率
の
學
.說
に
對
す
る
：必
至
的
歸
.結
で
あ
る
。
ン

'

:

\

.
者
し
或
職
業
又
は
或
場
所
に
於
て
、
他
の
職
業
又
は
.\ 

他
の
場
所
に
於
け
る
ょ
b
も
：' 
利
潤
が
高
い
か
i
:若
く 

\ 

は
勞
龈
が
低
い
か
>し
云
ふ
こ
^
>が

、

あ

ヶ

得

ぬ

^

す

れ
 

ば
、
其
'處
に
は
實
際
に
資
本
の
可
動
性
€
、
何
處
に
於 

て
も
勞
銀
が
支
拂
は
れ
る
所
の
勞
銀
の
間
に
於
け
る
連 

絡
ビ
が
;-
あ
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
し
て
、
勿
上
の
資
本
ど

第

十

七

卷

Q

l

o

i

e
雜錄クリ少フ

*

レ
ス

基
金
£
を
以
て
、
勞
働
の
偵
袼c
勞
饊)

の
依
#
す

る1 

般
基
金
を
構
成
す
る
も
の
マ」

看
做
す
こ
.己
は
、

«
だ
し 

く
不
芷
確
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
興
場
合
と
雖
も
、
 

勞
働
漭
の
園
結
は
、
自

F1
I
競
淨
の
時
ょ
b
も
勞
鈒
の
平
：
 

、
均
率
を
高
く
し
、
.又
利
満
の
平
均
率
を
低
く
す
る
か
も 

如
れ
な
い
。

M

S
も

T
h
o
r
n
t
o
n

も
吾
々
に
充
分
知
ら
せ
^
い
や 

ぅ
に
俎
は
れ
る
の
は
、
特
殊
の
場
合
に
勞
銀
を
引
上
ぐ 

可
き
勞
働
組
合
の
主
喪
な
る
‘カ
が
、
•利
潤V」

勞
鈒
ど
の 

現
實
的
不
平
等
よ
b
生
じ
た
ヾ」

云
ふ
こ
£
、
.是
れ
で
あ
.
 

る
。
’
,

1

體
或
營
業
に
於
て
法
外
の
利
得
が
あ
る
.場
合
に 

は
？
勞
働
者
は
、
合
同
し
た
行
動
に
依
て
.、
泡
由
競
爭 

が
彼
等
に
割
宛
て
V
い
所
の
分
前
を
强
餹
す
る
こ
S
が 

出
來
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
®
に
勞
銀
が
非
常
に
低
い 

.

.場
合
に
は
、
勞
働
者
は
同
«
;に
値
上
を
强
：@
す
る
こ
ぐ」 

が
出
來
a
の
で
あ
る
。

五

^
，̂
の
挪
^
る
^
宇
ン
命
ス
チ
チ
ア
V
ト
*
ミ

Jy
贫
-ー
ー
號
' 
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郯

十

七

饴(

三
◦
四)

雜

錄

ク
リ
、V
7
0
レ
ス
へ

「

論
集」
第
四
您
所
收
の
土
地
問
題
に
關
す
る
論
文
、
 

及
び
土
地
改
良
に
關
す
：る
論
文
の
說
明
す
各
所
は
、
 

;;
p

M

mが
、
其
執
筆
當
時
に
‘於
け
る
各
政
黧
所
屬
の
多
數
：
 

-

人
士
S
同
様
に
、
現
在
の
土
地
■
度

の

：
侧

に

於

け

'
る

勢 

力
の
强
さ
を
輕
視
じ
れ
£
云
ふ
こ
^
で
あ
る
。
而
し
て 

同
様
の
言
は
、
移
し
て
以
て
5
マ
！1€2
1
3
:
7

 

M
aB-
e

の 

「

村
落
共
同
刚
體
し(

H
tr
e vi

l
l
ageoommunities)

の
枇 

.評
に
於
け
る
或
語
句
に
も
適
用
す
る
こ
マ」
が
出
來
る
。
 

M
a
i
n
e

の
著
書
は
T
:非
常
K
興
味
？
«
«
€
の
た
め
に 

特
殊
の
注
意
を
受
け
名
に
足
る
も
の
で
あ
つ
て
、
.夫
れ 

は
、
g
Bi
，包
身
ょ
れ
も
巡
か
に
保
守
的
傾
向
マ」

深
き
關 

係
の
あ
る
場
合
で
さ
广
も
、
^
0

が
天
才
5
博
學
ミ
の

著
窬
を
祕
か
に
求
め

て
居
れ
^
云
^
こ

^
が
說

明
す
る

. 

... 

. 

' 

■

.

所
.の
興
味
で
あ
り
、
又
#:
賞
で
あ
る
。

> 

•
. 

. 

.

.

.

. 

■

:
 

.

.

.

.
,
.

B
i
s
h
o
p

 

G
e
o
r
g
e

 

B
e
r
k
e
l
e
y

の
著
書
に
關
す
る
論
文

一
は
：、
::
-

心
.理

學

的

批

判

の

嘯

片

ミ

し

て

：、
，：頗

る

眞

正

價

値

：
 

あ

る

以

外

に

、

又

g

日
' 

の

見

解

に

大

い
k

反
對
せ
る

-(
 

--f- 

- 

-
e
l
f 

- 

t
- 

J
 
J-DlKy.

Arthur J. 

penty;lpost-IndustrialIsm.

p
d
. 154. 

price. 
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/

丨 

G
e
o
r
g
e

 

Al!
e
p

&
a
a
w
i
?

、IAd.

.淹
業
革
命
以
來
の
社
會
.は
機
械
の
社
會
で
あ
ゥ
>

物 

質
の
社
會
で
あ
る
。
す
べ
て
-.の
'ft
#'
現
象
は
機
械
t
ふ
一 

生
摩
力
に
よ
つ
て
制
約
せ

&
る

、
に
至
つ
た
の
で
あ

j 

る
：。
營
利
を
そ
の
本
則
さ
す
る
近
世
經
機
組
織
中
に
生|

 

存
し
>
ー
、
度

經

濟

學

祖
.'ァ：
‘
.ダム
‘
ス
ミ
ス
に
ょ
つ
て
分
勞 

'の
刺
盆
を
敎
へ
ら
れ
た
經
濟
學
者
は
、
機
械
ど
分
勞W

 :

.
 

の
世
讲
を
讃
美
す
る
。
そ
は
能
牵
の
社
會
で

あ
り
、
數
一 

最
の
®h
#
,で
あ
る
。
生
產
歡
の
低
廉
ミ
產
出
財
货
の
數
:j

、
 

*
的
增
加
、

さ
ぅ
し
て
こ
；れ
に〗

伴
ふ
自
由
競
爭
5
は
、

過
去
並
び
に
现
在
に
お
け
る
幾％

の
經
濟
學
：者
の
黄
金 

世界
：：

で

あ

る

ノ

：

 

り」

一
 

.
こ_
の

自

由

競

爭

を

基

碰

w

:t
る
社
畲
，
生
產
費
の

低
：
.

:

廉w

財
貨
の
数
..量
的
增
加
を
目
_
ミ
す
る
、y

換

言

す

ft
.

し：ば
貨
幣
增
殖
を
目
的
ミ
す
る
生
產
に
對
し
て

パ

偷

「

 

理
W

S

術

の

立

場

か

ら

批

判

，

攻

擊

し

た

人

士

は

少

な

；

: 

し

e

し

な

い

。
英

國

の

ゲ

ク

ト

ッ

；ァ

時

代

は

英
_

の「

社 

:

第
十
七
餘
バ
三
の
玉

)

新
刊
紹
介
、

,
の
，觀
t:
s

3
ゾ
‘
.ス
.チ
St
.
.
.
ア
I
ト
• f

t
f
^

银

二

雛

1
'西

六

宗
敎
的
見
解
ミ
深
き
關
係
の
あ
る
天
才
ド
示
し
た
問
情 

を
以
ヤ
目
立
つ
て
居
る
。

.「

論
集」

第
四
卷
は"

其
他
有
益
な
る
論
文
以
外
は
、 

G
e
o
r
g
e

 

G
r
o
t
e

の

-,
ア
リ
ス
トー

ト
ル
論」

の
批
評
を 

載
せ
て
居
る
が
、
評

者

M
i
l
l

に
對
し
て
は
多
数
の
人 

が
斯
る
主
題
に
對
す
る
®
#'
マ

」

し
て
傾
聽

せ
ら
る
可
き 

最
高
の
要
求
あ
る
こ
^
を
杏
定
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
し
、 

又
多
數
の
人
は
、
彼
の
れ
め
に
論
理
學
の
創
設
考
の
最 

も

著

名

な

る
後
繼
者
の
間
にs

〖r 

F
i
d
s

 

B
a
c
o
n

ビ 

並
ん

でj

の
地
^
を
指
定
す
る
で
あ
ら
ぅ
。(E

s
s
a
y
s

B* 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

lco
oo
oo
,
 

PP* 

5
4
*
5
9
0

會
的
進
步
し
の
最
高
潮
に
達
し
，れ
.時V」
せ
ら
れV

ゐ
る
。
.
 

.こ
の
時
代
に
あ
つ
て
哲
人
ト
マ
ス
ノ 
*
力
ア
ラ
ィ
ル
は
そ 

の
.偷
理
的
見
地
か
ら
マ
ン
チ
キ
ス
クt
學
派
の
自

由
主 

義W

そ
の
實
際W

を
攻
擊
し
た
-
o力
ア
ラ
ィ
ル
に
お
い 

て
、
そ
の
優
秀
な
る
師
を
見
出
し
た
ジ
ョ
ン
、
フ
ス
キ
ン 

は
偷
理
_
.
^
«
«
の
立
®
か
ら
作
世
紀
的
精
刺
の
ff
i
ff
i
を 

主
張
し
た
。
ジ
ョ
ンe

ラ
ス
キ
ン
が
霉
«
*
評
家
か
ら
社 

會
批
評
家
感

つ
た
の
に
*
し
て
，
身
自
ら
_
術
家
で 

あ
つ
尺
ゥ
キ
ソ
ア
ム
•
モ
ソ
ス
は
、そ
の

«
術

の

._立

場

か 

ら
現
代
の
物
.質
文
明
の
：野
卑
を
攻
擊
し
て
、
共
產
主
義 

の
陣
營
に
，走
つ
た
。
彼
等
の
立
場
は
"
他
の
社
會
主
義 

者

が

社

會

間

題

の

起
：：

因

を

胃

の*
の
.
問

題
 

< 解
す
る
の 

に
對
し
て
、
を
を
偷
理
の
間
題
で
あ
卜
、
_
術
の
關
す 

る>/J

こ
ろ
で
あ
る

.？
し
た
。

彼
等
の
主
張
は
典
鳴
を
得 

る
こ

マ

」

が
比
較
的
少
な
か
つ
た
。
_
術
的
蓮
動
で
あ
る 

A
r
t

 

a
n
d

 C
r
a
f
t
s
m
o
v
e
m
e
n
t

 f 
モ
タ
ス
は
こ

0

運
®/
に
參

，加

す)

：
は
エ
藝
：に
お
：い
て
中
世
紀
的
傳
統
を
復
活
せ
し 

,め
ん
)£
.し
|2
31
©
で
.あ
.つ
*
.さ
ぅ
し
て
こ
の
運

©
の
、
 

失
敗
ビ
共
に
起
づ
た
ギ
ル
ド
思
想
芊
九
西
六
年

)

は
正 

に
ラ
.ス
キ
ン
、
モ
ジ
ス
の
傳
統
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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